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沖縄の林業についての所感

京都大学教授、農博、四手井綱英先生（日本学術会議員）より

暖帯林の別冊§沖縄の林業についての所感〃を送っていただきま

した。本稿は琉大での講義の余暇に先生が直接見聞されたことに

基づいてまとめられたもので、これからの沖縄林業のあり方、す

、め方、自然保護、開発問題等について述べておられます。沖縄

の経済、産業面からきわめて参考にすべき点が多いこと、思いま

すので掲載することにいたしました。掲載を心よく御許し下さい

ましたことに対し厚く御礼申し上げます。

皆様の精績を期待します。（編集係）

■己

l、

が，切角貴重な時間をかげて案内して下さった，

琉球の大学や政府林務課，営林署の人々への御礼

にもなると思ったので，最も関係の深い熊本営林

局の〃暖帯林〃に発表しようと思いついたのであ

る。存分な御批判を得たいと願っている。

沖縄の林業と森林

沖縄の林業と森林についてはすでに多くの人が

しばしば述べているから，概論的なものははぶい

て，私の特に気付いた点だけを羅列しておこう。

沖縄は気候的に言えば湿ｃゆん亜熱帯といえよ

う。従ってもともとの森林は照葉樹林で，シイ・

カシ等を主体とした常緑の広葉樹林が全島の山地

をおおっていたはずである。海岸は熱帯の海岸に

近く，タコノキなどが多く，北部へ行くとソテツ

の密生した箇所もある。

現在，沖縄本島には，特殊の信仰の対象とな

った小地域の森林が残っている以外は，全部二次

林といってよく，人口密度の低かった八重山群島

の石垣島の一部や西表島には，原始林またはそれ

に近い照葉樹林が残されている。

これとて海岸近くにはほとんど既開発で，二次

的林相の箇所が多い。

はしがき

本年(1969年)の１月中旬から２月中旬にかけての

１カ月,琉球大学へ講義に出かけた｡沖縄は学生の

頃から一度ゑたいと考えながら，戦争中の召集か

らなにやらがたたって，とうとう今日まで機会に

めぐまれなかった。今回は琉大の要請に答えて文

部省が国費で派遣してくれたのでようやく目的を

達したわけである。しかしながら主目的が講義に

あったので，まるまる１カ月間視察に費したわけ

ではないので，十分な沖縄の林業森林を観察した

とはいえない。むしろ大急ぎで通り過ぎたといっ

た方が良いであろう。沖縄の林業や森林資源につ

いては，すでに多くの技術者や研究者が出向いて

調査し，それぞれの報告が出されているし，琉球

政府にも色々な形で勧告などもなされているから

私が，壯二ほんの僅かの結果から，うんぬんするこ

とはまことにおこがましい次第であると思う。

しかし，あえて記したいと思ったのは，専門，

専門によって同じ森林をゑるにしても見方が違

い，あるいは思わぬ収穫があるかもしれないし，

またそんなものが，たとえ出て来なかったにして

も，やはり見たままの感想は関係者に公表するの

腱
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沖縄本島の山林も戦後の混乱期に乱伐され，ま

た復興資材としても大量に伐られたが，２０年以上

たった現在では再び照葉樹林が復旧してきてい

る。ただ－部はまた放棄され始めてはいるが，開

拓が入り低山地帯で奥山のない沖縄では，至る所

農地として開かれた上に，近年はパイナップル畠

としてブルトーザー開墾も行なわれている。

これらの傾斜した山腹では豪雨地帯であるか

ら，表士侵食が甚だしく，降雨ごとに河川の水が

赤く濁るのがふられ，土地のせき悪化が心配であ

る。一時砂防が大きな問題になったようである

が，二次林の復旧した現在では特別な箇所以外

は，おおよそ治山には成功したのではないかと思

われる。

沖縄原産の樹種はほとんど常緑広葉樹等ではあ

るが，なかにはエゴノキ（優秀な漆器の木地材で

ある）やセンダン（これも良材であるが病害で駄

目になったという）など小数の落葉広葉樹も含ま

れている。

冬のほとんどない亜熱帯気候で，これら落葉樹

がどのような生活をしているのかと興味があった

が，１月下旬にはエゴノキが開花し，もう新葉が

出ていたから，冬の生育休止期は著しく短いらし

い。八重山ではシイ等が花咲かりであった。

常緑広葉樹類の一次林はほとんど直幹のものが

見あたらず，大径木は心腐れで空洞のものが多

く，パルプ材以外にはよほど選別しないかぎり，

用材になるものは極めて少ない。

しかし‐二次林を承るとかなり通直なものが多

く，保育さえ加えてやれば，用材林化することも

可能だと思われた。

このことは，熊本局管内のシイ林についても同

様で，シラス地帯などのシイの二次林はスギ・ヒ

ノキにかえるより，保育により通直な枝下高の高

いものを適当数残してやれば，造林費がいらず，

将来は家具などの用材林に仕上げられるはずであ

る。

沖縄では製炭が駄目になった現在，これらの常

緑広葉樹林はパルプ材かブロックやコンクリート

建築用の支柱ぐらいしか用途はないというが，自

然保護や防災林以外に林業としても，家具用材そ

の他に将来つかいうるものと考えられる。ただし

広葉樹林の適当な保育が必要であることはもちろ

んである。

話は多少横道へそれるが’こういった天然生広

葉樹林の保育方法で，私が先年視察したスウェー

デンの林業大学の造林教授である，ノルドシュト

ローム氏が同地で始めている方法は推奨したいと

思う。

それはスウェーデンでも人口の都市集中が進

６３A，人手不足と高賃金のため，このような広葉樹

の天然更新地に全面的な除間伐を行ななうことが

出来ないところから考え出された方法である｡ナ

ラ林などで天然更新され，放置された森林ではま

ず第一回目の除伐の時に適当な間隔で≦立て木〃

を決める。立て木は枝下高が何メートル以上で，

通直であり，これからの生育に十分なクローネを

もっているなどの条件を決め，それに合致した単

木をおおよそ定間隔になるようにさがし出して決

定する。

ナラ林ではある立木を中心として半径５メート

ルの円を想定し，その円周上に東西南北に各一本

残すという考え方でやると聞いたが，それは樹種

や生産目標，伐期などで変わるはずで，600～11

000本ぐらいの範囲で立て木を見出してよいので

はないかと思う。間隔も別に均等にならなくとも

よいだろう。こうしてある数の立て木を決めれ

ば，これに胸高帯（ペンキ等で）をつけて所在を

明らかにする。そして除間伐に際しては立て木以

外を全部伐るのではなく，直接立て木の樹冠の上

部や側面の発達をさまたげる隣接のものの糸を捨

て伐りする。

第一回目の立て木の決定には時間を要するが，

こうしていったん立て木を決めると，その次から

は立て木の樹冠の発達を直接さまたげるものの承

伐り除くのだから，大した苦労はかからず，１人

で１日５ヘクタール以上もやれるそうである。ペ

ンキはその都度塗り直す。もちろん樹冠を下から

突きあげるような木や下層木は全く伐らないので

あるから，仕事はそうむずかしくない。こうした

除間伐はやりやすいので，スウェーデンでは次第

に行なわれ出しているらしく，立寄ったポプラ研

究所ではポプラの人工造林地でもこの方法でやる

といっていた。
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:といわれている。それより南部にはスギの天然分

,布がないはずであるから，この沖縄本島のスギは

恐らく古い時代に鹿児島からでも移入されたもの

・であろうと推察されるが，カユの有名な林政八書を

(書いた察温の書にも，スギのサシキ方法（ジカジ

シ）が絵入りで詳しく説明されているから，かな

り以前からサシキが行なわれていたものと考えて

よいだろう。

私は林業樹種になっている，郷士樹種のりユウ

キユウマツとイヌマキ，導入樹種のスギに非常に

興味をもったので，以下この三種について所感を

記することにしたい。

‘（｡）リュウキュウマツ

リユウキユウマツは沖縄の原産で外見上，アカ

マツや中国南部から台湾に分布するタイワンアカ

マツによく似ている。アカマツ同様裸地化した牧

場跡や開墾地跡にはよく天然更新し，幼時の生長

は甚だ良好である。

戦後，沖縄の主要人工造林樹種を何にするかが

盛んに論議されていた時代，話題にあがった樹種

はモクマオウとリユウキユウマツであった。

一時期モクマオウは山地にもかなり植栽された

が，リユウキユウマツの造林方法が確立されると

ともにモクマオウは海岸，リユウキユウマツは山

地ということになったらしい。

リユウキユウマツの造林方法は伐跡地に火入地

栫を行なって坪まき式に直霜するやり方である。

すでに北部営林署管内や八重山開発の行なって

いる西表島の白浜側の伐跡地にはかなり広大なマ

ツの人工造林地が出来あがっている。もとの林分

を皆伐して火入れをすると，常緑広葉樹の萌芽に

よる更新が阻害され，西表などでは落葉広葉樹で

あるアカメガシワにかわってしまう。３～４年直

播地を下刈りすると山腹ではススキ原に変わる

が，谷間ではなお旺盛にアカメガシワなどが入っ

て来て〉急速に伸長し直播のマツが負けてしまう

山腹以上では旺盛なマツの生育により，ススキ

が入っても，その頃にはマツがススキの上に頭を

出して，ス系キには負けぬようになり，この位の

手入れで十分成林するという。

,／リュウキユウマツは特に幼時の生育が良いの

で，この方法でうまく成林するが，八重山開発で

'Ｙ照葉樹林は熊本の南部から鹿児島・奄美・沖縄

と続いていて伐跡地を放置すると，このあたりで

iは大体シイ・カン林が二次的に旺盛に天然更新す

る。こうした二次林をスギ・ヒノキ・マツなど変

えるとなると場所によっては，あまり良い林分に

３tﾘﾐらぬとに旺盛に萌芽や実生で更新してくるシイ

・カシの若木をじゃまものとして，下刈・除伐し

ﾌﾟｺﾐければならぬ。

，これはかえって経費だおれになるであろう。良

j質広葉樹が近い将来不足することは明らかだか

ら，上述のような方法で二次林を改良してはどん

；Ｍ）のであろうか。私は沖縄でもこのことを話し

ておいた。

”話はずれたが，沖縄の森林は湿じゆん亜熱帯の

常緑広葉樹林であるが，他の有用樹種の適地はと

もかく，広く分布する広葉樹をじゃまものあつか

いにすることには賛成しかねる。もちろん防風な

どの保安林や自然保護上からも，広葉樹林を十分

に残すことが望ましいのである。

‐これらの常緑広葉樹林にも混生する針葉樹があ

る。その主なものはイヌマキとリユウキユウマツ

である。PodocarpusとPinus（マキとマツ）は

北半球では亜熱帯から熱帯にわたり広葉樹林に混

じて点々と分布しているものである。しかし，熱

帯降雨林中にはほとんどみあたらない。

ミイヌマキは，沖縄でも古くから人工造林されて

､いたらしく，また西表の原生林中にも点在し，か

さなりの大径木があったというが，今ではほとんど

(伐られてしまったらしい。イヌマキは旧来の沖縄

の建築用材として一番広く使われていた。それは

シロアリの食害に対し抵抗が強いというのが，主

な理由であったらしい。

リユウキユウマツは建築用材としては不向きで

雪あるがγ燃材などに利用されていたようである。

戦後パルプ用材としてマツが使われるようになっ

`たので，沖縄でもマツが急速に造林木として使わ

〕ｌＬるようになり，現在では広く山地に造林される

ようになった。海岸林のモクマオウと共に二大沖

縄造林樹種といえようｏｒ

γ｣この．他に沖縄島北部に極く小地域ではあるが，

`dスギの造林がある６一般にスギの天然分布は北限

の青森と秋田の県境付近から，南限の屋久､島まで

ｋ＿

私
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・は20年生で300立方メートルを期待しているのは，

かなりの過大見積りであろう。

マツ林は私の試算では平均樹高１メートル当り

10～12㎡/haになるためには１年で平均樹高が平

均1.3～1.5メートルのびなければならない。いい

かえると20年で平均樹高が27～30メートルになる

`必要がある。こんなになるはずはなく，せいぜい

15～20メートルどまりだと思う。そうすると，い

くら大きい目に見積もってｕ50～200㎡/ｈａにし

かならないであろう。

各地のリユウキユウマツ造林地を承ると，その

変異の大きいのに驚く。林内には時々ほとんど横

枝が張らず，林分が閉鎖するとすぐその小さい枝

が枯れるため，４メートルも直幹無節のものすら

ある。

また逆にすごく横枝をはり，占有面積の極端に

大きなものもある。孤立すると横枝が張りやすい

から，やはり幼壮令時は出来るだけ密立させるべ

きであろう。

幹の曲がったものも多い。幹が曲がるのはどう

もシンクイムシのせいらしいから，その駆除は考

えねばならないであろう，また，すでにマツクイ

ムシもマツケムシの害も発生しているから，今後

大面積に造林されると，虫害や病害の危険が急速

に高まる心配がある。

西表では八重山開発が伐跡地のマツによる更新

を伐跡地の90％として政府と約束しているという

がｉこれはマツの生育適地のことや被害を考えあ

わすと著しく過大で，私はせいぜいマツの更新可

能面積は60％とふて来た｡出来れば50パーセント

とじ,｣I残りの個所は前記の照葉樹再生林にし〉除

伐を加えて良い二次林に仕立て卯防風・防病虫害

林にするべきだと思った｡「

＜沖縄北部では，防風林を残して火入地栫をして

はいるが，失火･延焼などであまり残っていな

いＯＬマツの造林地の拡大にはこういった点を十分

に気をつげて；'慎重に実行すべきであろう。“

/L沖縄本島に恋すでに製紙会社が入り〉パルプ用

村林としてマツ林の造成を始めているが飾りユウ

キユウマツが今の所，パルプ材にしかならない点

が気になる。■怪い‘／

:十水不足の沖縄では,'製紙や,|;ルプエ場の誘致は

まず不可能であろう。そうなると，リユウキユウ

マツは原木かチップで内地へ運ばれてパルプにす

るしか方法がない。やはり植民地式の原料生産林

業でしかないところが気になる。

原料生産林業をして，建築用のスギ，ヒノキを

輸入していては，とうてい収支つぐなわないであ

ろう○こういった点もリユウキユウマツの造林だ

けではたして沖縄の林業は良いのかと，甚だ心配

になるのである。

、また,リユウキユウマツの直播造林では種子が

随路にたるであろう。現在でも，台湾から逆輸入

しているときく。しをも，台湾産リユウキユウマ

ツはタイワンアカマツ（PinusMassoniara）と

混じっているらしく，生育が思わしくないという

ことも聞いた。

良種子の生産のためのプラス林分の設定，また

変異が甚だしいから，選抜育種も可能だと思われ

るのでこの方面にも力を入れる必要がありそうで

ある。すでに石垣島には林業試験場の戸田君の選

抜した精英樹候補木がかなりある。

｜/中縄中部で，外国産マツの比較植栽試験地を見

たが腓テーダや〆ラッシュは生育が良いとして

も，いずれも風のさほど強くない地域の原産であ

るから，沖縄原産のリユウキユウマツを使うにこ

したことはないであろう。～Ｔ：

本土産のアカマツ・クロマツがここまで南下す

ると，低木化して少しも伸びないのには興味があ

る．盆栽にしばしば盗まれるほどにしか伸長しな

いのである。これに反し後述するスギは内地より

以上によく伸長するのであるから，全く植物の適

応ということは不思議なものである。

こ（b）イトヌマｷﾂﾞ

ｰ前にもちょっとふれた様に，イヌマキはかなり

の数照葉樹林中混生していたようである。現在で

も小径木や稚樹は,…さがせば二次林内にもあるが

,｢用材になるぐらいの大きさのものは天然4k林中

にはほとんど見あたらない。

i:LLともとイヌマキは,(L沖縄の建築用材として広

く使われたもので,>今残っている戦前の古い家屋

はほとんどイヌマキで作られている｡戦災の後の

復興にも使えるイヌマキは,きっとすべfて伐られ

な屯のではないかと思う。西表の原,生林でも良材

,j「
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い樹種については，取り入れてよい作業法ではな

かろうか。

本土でも照葉樹林帯では，天然生イヌマキが丸

太として生産され，また園芸用にイケガキや庭園

樹としても用いられるからこういった密植一ナス

ビ伐り育林体系で若い時代には堀りとって，園芸

用に出すことなどを考慮に入れて，集約林業を考

えても良いと思う。

現在沖縄では，ブロック建築が耐風性などから

も推奨され，次第に民家はブロック建てにかわっ

ているとしても良質のイヌマキ材は室内用材，家

具材などにも用いられるだろう。

次にのべるスギと共にリユウキユウマツの入ら

ぬ，地味の肥えた谷間の造林用樹種として，この

ような育林体系の上でさらに造成を続けてもよい

ものであると，私は信じている。

林業のモノカルチャーを破る上からも，造林樹

種の多様性は出来るだけ維持しなければならない

ことではなかろうか。

（c）スギ

先年沖縄にもスギの造林があることを聞いて甚

だ興味をもっていた。今回も是非スギ造林を見せ

てほしい，ということをあらかじめお願いしてお

いた。前記のように沖縄はスギの天然分布区域外

で，恐らく本土から持ちこまれたものと考えられ

るが，その時代はかなり古いらしい。

さらに日本のスギは非常に面白い性質をもって

いて，戦前天然分布区域外に植えられた例として

は，東京大学の元台湾演習林がある。私は恩師沼

田教授から聞いた話だが，このスギは同氏が東大

演習林在勤中，標高1,000ｍぐらいの所に吉野杉

のサシ穂を直挿したもので，非常に生長がよく，

やわらかくて釘が手でおしこめるとのことであっ

た。その初期の標本が京都大学演習林に残ってい

るが，半径１c"はのびている。

戦後になって，このスギは木材として伐り出さ

れ結構利用されているらしい。柔材で利用不能と

いわれたものが，利用されている所をゑると，あ

るいは乾燥材はそれほど柔かくもないのかもしれ

ない。

もう１つ私の知っている例は印度のダージーリ

ソのスギである。京大名誉教授の木原さんが10年

I土ふな伐られたと聞いた。イヌマキがシロアリに

強いところから古来建築材として尊ばれたので

あろう。

人工造林地も各所に残っていると思うが，私の

見たのは石垣島の石垣市に近い，平野部を流れる

河の地階に似た河谷内であった。そこには老令の

ものから，植栽直後のものまで各段階が揃ってい

て，私は非常に造林技術上興味をそそられた。

その原因の１つは，非常に密植であることであ

る。さらに間伐がナスピ伐りであって，太くなっ

て使えるようになったものから伐って行くという

ことである。また，センダンと二段林仕立をして

いるのも興味を引いた。

植栽密度は新植地をみると，さながら苗畑のご

とくで，５０センチ間隔（別に測定したわけではな

いので不正確）と思われるほど，ぎっしりと植え

られている。つまり４０，０００本/ｈａもあるというこ

とである。少なく見積っても２０，０００本／ｈａはあ

る。こうしておくと早く閉鎖して，下刈りがはぶ

けるという特典があるらしい。

また実生のイヌマキは上長生長に関しての変異

が大きく，生育が進むにつれて大小の差が著しく

目立ってくる。そこで最小限ダル木ぐらいにつか

えるようになると，早く生長した使えるものから

伐採利用するのである。

イヌマキは全体としてはそう生長の良いもので

ないから，早期に太るものが結構役立つから，こ

ういったナスビ伐りが自然発生的に生まれたので

はないかと思う。

密植一ナスビ伐りという育林体系は，私は沖縄

のイヌマキではじめて接した。ナスビ伐りの長所

は，経済的には早期から収入があり，早期に造林

諸経費が消却出来る点，初期の生長の遅いものが

残るから，常に生産材が均質化すること，すなわ

ち，良材が得られる点，輪伐期が長くなるから地

力の減退が少ない点，などの利点があげられよ

う。

短所としては，生長の遅速が直接遺伝性に関係

があるとすると逆淘汰を行なっていることになる

点があげられよう。

しかし，間伐の形式としては考えても良い方法

ではなかろうか。特に幼時の生長のあまりよくな

、

比
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先ず琉球大学でおりよく沖縄産のスギの材質の

ＵＭｉをはじめた，（''1未根羽に村をみせていただい

て，その材質の概要を聞いて一驚した。それは第

一に九州産のものより比重がはるかに大であるこ

と，ｆk長いL州産のものよりかなり大きい，心材

は黒心であるが，シロアリの食害がなく，シロア

リが7巾縄産のスギを食べるとじきに死んでしまう

というのである。シロアリに対しては前掲のイヌ

マキよりもiＭ１いという。

普通化長が良ければ比重は逆に軽くなるもの

で，本土でも施肥したりすると，どうしても軽く

てやわらかい村が出る。それに反し沖縄のスギは

黒心なのが欠点ではあるが生長が良くてしかも比

重が大であるというのは，全く私の今までの怒験

では解せぬことであった。

村を九州産のと比べて承ると，たしかに手ごた

えだけでもかなり重い。心材は黒色で形が不斉で

ある。年齢｢']はたしかに広い。

その後，実際のスギ造林については西表の八重

山開発が，ごく小数試植したのをまず視察した。

これは植えて三年目であり，谷間の極くせまい個

所にだけ植えられたもので，多少手入が不十分な

ため，アカメガシワなどに梢端を除きほとんどお

おわれていながら，生長は頗る良く，１～1.577Ｚ

は毎年のびている。葉の形態から，生長休止期を

推定してゑると，ほとんど休止期がなさそうで，

せいぜい，月だけと考えてよいようであった。こ

の試験地は，500本ほど植えられたが，アリが幹

に沿って，士の巣を作ったため，今では500本ぐ

らいに本数が減ってしまったとのことであった。

亜熱帯気候で同じ本土産樹種でもアカマツは伸び

ず低木化するのに対しスギが平気でこんなに伸び

るのは余程適応性が大きいと考えざるを得ない。

次いで沖縄本島北部営林署管内のスギ林をあち

こちと見てまわった。

古くからスギの造林をしているのは押川という

古い開拓地で，今残っている古い林分は2600年紀

念植樹だとのこと○約20年先である。やはり谷間

の肥沃な士の深い所へ造林している。大部分が直

挿しで，かなり大形の穂を挿す｡谷間の伐り跡は

ススキの丈が高くなるので，大形の穂を挿してス

スキに生育がじゃまされぬようにするのだとのこ

程前同地へいって１１[盛に生育しているスギをゑ

て，’７１１〔をとってこられたのを承せてもらったの

が私の初めての知識であったが，昨年は神戸大学

のmlIi氏が同地へ行き，やはり良い生長を`攻て感

激，これらのスギ造林地が，防災林として，効果

を発揮しているのを見てくわしい紹介をされてい

る。

また中国の雲南省にはスギの天然分布があると

いわれ，中国各地に点々と植えられているらしい

が，私が戦中瀧口の公園でふた個体はいじけて全

然よい生長を示してはいなかった。先年タイ国へ

いった時同国のチエンマイ（北部タイ，メナム河

水源の古都）にあるドイステップ山標高約1000ｍ

の所の植物園に二本スギが植えられているのをゑ

た○これは旺聴な生育を示し’３年とkぐらいの幼

樹ではあったが’～15712Ｍ申びていた。この２

本スギは後年再度同地をおとずれた時には残念な

がら赤枯病にかかって，貧弱な形態になっていた

。赤枯病は恐らく同地には分布していないと思う

から，日本から苗木と共に導入されたのであろ

う。注意すべきことである。私も１１２回タイ国

立農業大学へスギ種子をおくったが，それが，そ

の後どうなったかは知らない。またマラヤのクア

ラルンプールにある林業試験場を訪問した時，場

長のメノン君は日本のスギがここではワイ生化し

て駄目だといっていた。

次にヨーロッパでスギを見たのは，英国，ロン

ドンにある有名な植物園のキューガーデンとドイ

ツのケルン市にある樹木園とであったが前者は全

く貧弱であり，後者は内地とかわりたい生長を示

していた。

あれこれと考えてみると，スギはわが国の天然

分布区域をはるかに越えても，かなり良い生長を

示すことがあるといえそうである。

特に南へ外れて，日本と同気候か，それよりあ

ったかい所では，かえって日本の郷士よりうんと

よい生長を示すことがありうるといえそうであ

る。

インドのダージリンのスギも柔かすぎて使いも

のにはならぬと聞いた。

そこで沖縄のスギがどんな生育をしているかが

私の興味をひいたのである０

釘
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秋、スギをはじめて林地へ植えたときは枯損を

心ili｢lして非１，;|↑た密|:'１１を行なったというが，約10,

000本植えたスギ苗が，平均しても２ｍはのびて

いるのには文句なしに頭をさげさせられた。しか

しｉｌｉＭＩｆ北部産のものが，亜熱帯でこんなによく育

つということは私のもっている知識だけでは解釈

出来ない。名護にある試験場では適地さええらべ

ば15年で20～25772になるという。そうすると年平

均L371Zから1.6ｍものびることになる。

１１１１縄にはスギの適地はすぐないだろう。しかし

こんなに生育が良い上，材質も良いのなら，どし

どし植えるべきで，南端の西表ですら生育が良い

のだから全島くわし<適地をさがして植栽してよ

いのではなかろうか。

那覇の材木商の貯材所には内地産のスギ材が大

量に入っている。せめてスギ材を自給するぐらい

は生産してもよいと思う。

スギの生育が良いのは冬の休止期がすぐないこ

とが関係しているものと思う。琉大の仲宗根君に

きくと沖縄産のスギは巾のせまい比重の軽い春材

と，巾のせまい比重の大きな秋材の中間に夏材の

巾の広い部分があり，その結果，比重の大きい硬

い村が出来るのではないかとのことである。よく

ゑるとたしかに春材らしいものばす<なく，秋材

の前に夏材が巾広<存在している。これ岨ﾐ育期

が長いことと関係がありそうである。

とに角，黒心という欠点以外は沖縄で使う村と

しては多くの利点をもち，造林木として推奨して

よい樹種だと思う。私は新聞記者に沖縄産のスギ

の特徴をのべ，沖縄に来て最も強く印象ずけられ

たといったら，私がかえってから，〃京大教授も

おどろく〃という見出して，秋田スギの記事が写

真入りで出たらしい。

沖縄のいわゆる地スギといわれるものだけが沖

縄産のスギの特徴をもつのではなく，鹿児島や宮

崎から導入されたものも，ほぼ同様の特徴ある村

となるといわれるから，この変化は遺伝ではなく

環境が大きく影響していると見てよいのであろ

う。

とはいえ，スギがその天然分布区域をはるかは

なれた北海道中央部から，西表，さらに台湾まで

導入可能ということは，スギの適応性が著しく大

とであった。２０年21ﾐで最高のものは月illllで20772あ

ゐと`ＨＭ二。一見高さの割に太っていないのでﾙ''1長

に設える。しかし伐根でゑる直径生長は良いから

紬ｌｎｊ太さに比べ伸長が犬であるということだとAll

う。

平均年ｌ７１ｚのびるのはすばらしいことである。

直挿しで手入れはあまりしてはいない様子。これ

だけのびれば手入れもそれほど必要はないかもし

れない。

ひどく乱暴な枝打ちがしてあると思ったら，琉

大の演習林が穂木をもらった跡だったそうであっ

た。間伐はこの場合もナスビ伐りらしい。近年は

手頃の大きさのスギが他に適当なクリスマスツリ

ーのない沖縄では結構良い値で町へ伐り出される

そうである。ここのスギはいわゆる地杉で，何時

どこから入ったのかは分らぬが古い時代に定着し

たものらしい。この付近の部落は古い開拓村で首

皿の旧武士が廃藩のとぎ，殆んど無一物で入植し

たという。その後荒地を開墾し，イモ作りで生活

して来たらしく，ショウノーの生産が盛んだった

時代のクスノキの造林地も承うけられるが，近年

淡々と町へ出てしまい、今では二軒しか残ってい

ない。

さらにこのすこし北方の国有林のスギ造林地や

琉大の演習林のスギの造林地も見た。何れも良く

伸びているのには驚くが，なかでも驚いたのは国

有林で植栽した秋田杉の造林地である。植えてか

ら満２年，本年で３年目であるが，高いものは3

77Zに達している。これも太さに比べ伸びすぎてい

るという印象が強かった。

秋田県知事が来島したとぎ，毎年5,000本の秋

田杉を寄贈する約束をしたそうで,自後毎年5,000

本宛寄贈されるとのこと，本年度の分は苗畑に床

替されている。この苗畑は名護にあり，スギのま

きつけ床もある。

はじめて秋田杉苗が送られて来たとき，葉が赤

かったので枯れているのかと心配したという。沖

縄では寒い日がないので冬季スギの葉が赤くなる

ことを知らなかったという。約束を実行している

秋田県知事も立派だが，贈られた秋田スギが九州

産のものに比べ，それ以上によく伸びるのは全く

驚きである。
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きいことを意味するものである｡どなたかにその

理由を解明していただきたいものである｡

.J/
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お わ り に

以上で私の沖縄林業所見を終わりたいと思う｡

視察した といっても正味2週間で決して 口巾っ

たいことは言えない｡棟会があれば再度もっとゆ

っくり拝見したいと思う｡この小報告で私が言い

たかったのは,離島というものが,経済的に自立

することは 現代の経済事情では 非常に 困難であ

り,結局人的にも原料生産の域をなかなかぬけ出

られないのではないかということである｡小笠原

が復帰した当初はどんな人が調査にいったのかし

らぬが,農林水畜産などの土地産業上,非常に特

殊性があって,亜熱帯乃至熱帯における広い意味

での農業上大いに開発の価値があり,20年の歳月

は自然を十分に復旧していて,南国の観光資源で

も有利だとさわがれたが,じっくり腰をおちつけ

て調査してみると,次から次へ悲観的な材料が出

て来,今ではどうにもならないという状態が生じ

ている｡

沖縄でもこういった都合の良い話がしばしばき

かされる.例えば西表島の給与の1万-クメール

を牧場にして1万頭の肉牛を飼うというような考

え方である｡これには畜産関係の学者も賛成した

などといわれる｡真実であれば軽率のそしりをま

ぬがれない｡こんな話が次々と出て来ると,結局

は単なる自然破壕に終わりそうだということは誰

でも分かるだろう｡しかしそんなことを本気かど

うか分からぬが 政府に 申請する人が あるのであ

るoきっと利権問題にすぎないと思うのだが｡

林業でもリユウキユウマツが初期の生育が良い

ときくと,パルプ資源として有利だと過大見積り

して大資本が 進出し,大面墳造林を やってのけ

るoそれがどんな影響を沖縄島民の生活に及ぼす

かをじっくり考えてみもせずに,自己利益だけを

考慮してやってしまう｡その上学者とか研究者と

か技術者という人々も自己の分野からみただけで

それに賛意を表してしまったりする｡

要は住民の生活無視なのである｡もっと縫合的

にまた歴史的にもみなおしてみる必要があるので

はなかろうか｡

J要するに沖縄を本土がくいものにしてはいけな

いのである｡

沖縄の自然は小笠原に比べ,かなり安定した強

い植生におおわれてはいるが,単なる喰ものにす

るため,自然破壊を行なうと,この強い植生もも

とへもどらなくなり,次第に不毛の地と化すであ

ろ う｡

とくにわが国唯一といってよい湿じゆん亜熱帯

植生,その他珍らしい生物がよく保存されている

西表をふくむ八重山群島に関してはもっと根本的

に考えなおす必要がありそうである｡未開発地域

だから開発すれば よいという単純な構想ではな

く,未開発ということが,沖縄にかえって有利に

なるかも分からないことも十分考慮し稔合的に判

断すべきではなかろうか｡

観光,休養と自然保護との関係も決して十分に

相入れるものではない｡私の発想も切角残された

自然 (西表島には今世紀の-大発見ともいわれる

イリオモテヤマネコなどがせい息している事実す

らある)に対する哀惜の情がつよすぎて出て来た

のかもしれない｡自然は決して開発と対立するも

のではない,開発のためには自然保護が必要であ

り,自然保護のためにもまた開発がともなうもの

であるというのが私の持論である｡開発論者はつ

ねに自然保護を慎重に考慮すべきであるし,自然

保護を主張する立場からも開発は常に考えねばな

らないからである｡沖縄住民不在の開発が進めら

れぬことを特に祈りつつ本稿を終わろう｡

(1969.8.28)

(四手井綱美)


